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 1月 13日、一昨年の健康講座の講師を務めて下さった平良先生のセミナー受講のため沖縄に

行って参りました。血液検査のデータから、どの栄養素が不足しているか、体の中のどの代謝

系路が不具合になっているかを読み解く症例検討会でした。私も 1 例データを持参し、質疑応

答を交えながらアドバイスをいただきました。 

 昨年 10月から受講している高濃度ビタミンＣ点滴療法学会（宮澤賢史先生主催）の分子栄養

学の講座と併せて、学びを深めています。患者様のお口の中を拝見していると、食事に問題が

あるのではと思えるケースが多くあります。血液検査から不足している栄養素が分かれば、よ

り細かなアドバイスができると思い、毎月上京して勉強しています。 

 沖縄は 20度もあり、とても暖かく快適でしたが、帰りにハプニングが発生！関東方面に発生

した爆弾低気圧の影響で、ほとんどの羽田行きの便が欠航し、機材繰りがうまくいかなかった

ため、搭乗予定であった福岡便も欠航してしまいました。九州、本州行きの便は全便満席のた

め、帰ることができず、那覇に延泊となりました。「明日の仕事どうしよう」と、頭の中は真っ

白になりましたが、スタッフに電話したところ、「明日の朝すぐにキャンセルのご連絡をします。

自分達でできるだけのことはしますので、先生、気をつけて帰ってきて下さい。」と頼もしい言

葉が返ってきました。翌日、11時頃に診療所に到着しましたが、しっかり留守を守っていてく

れました。とんだハプニングでしたが、スタッフの成長を確認することができたのは大きな収

穫でもありました。 
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グランド・ジェネレーションへのサービス 

小山 薫堂 

 シニア、シルバー、プラチナ・・・。一般的に 60 歳を超えた世代にはこれらの呼び名が

使われる。しかし、一昨年 11 月、僕がプロデュースした、音楽プロデューサー・松任谷正

隆さんの還暦パーティーをきっかけに、その響きに違和感を覚えるようになった。パーテ

ィーは、奥様であるユーミンが「あなたのために私がしたい１０のこと」と題して、趣向

を凝らしたさまざまなプレゼントをする、サプライズ＆ハピネス満載の内容で進行した。

その最後、正隆さんが妻のために弾くベートーベンのピアノソナタを聴きながら、この人

にシニアという言葉は似合わないとふと感じた。60 歳といえば、知識や経験も豊かで、蓄

えもあるパワフルな世代。そこで思い浮かんだのは「グランド（=最上級の、威厳のある）」

という言葉だった。「グランド・ジェネレーション」がいい。略して「グラジェネ」、あ

るいは「ＧＧ」というのも格好いい。ひと頃、「大人の」という言葉が、真の価値がわか

る、上質を知っている、というニュアンス盛んに使われたが、それに近いイメージだ。 

 昨今、シニアに向けたサービスは、介護をはじめ、彼らのフォローにまわりがちだ。も

ちろんそれは大切だけれど、その一方で、より前向きになれるような、攻めの姿勢を応援

するようなサービスも必要だと思う。呼び方を「グランド・ジェネレーション」に変える

だけでも、俄然いきいきとしてくる。「グラジェネ」が元気になれば、消費も活発になっ

て、日本の経済はずいぶん活性化し、元気になるに違いない。高齢化社会も怖くない。 

 実は、4，5 年前から、僕が翻訳した絵本『まってる。』（人生のさまざまな“まってる”

を綴った絵本）の世界観から発想した「まってるカフェ構想」を温めている。それは、同

じ想いや夢をもってフランチャイズとするカフェ。例えば、仕事をリタイヤした人たちが、

自宅を使ってカフェを開くというのがそれだ。コーヒー、料理など好きなことや得意なこ

とを生かして作るカフェには、豊かな時間が流れ人が集まるはず。それを日本中に広げ、

『「まってるカフェ」ガイドブック』も作って、旅人が訪れることができるようにしたい。

オーナーによる全国大会を開催すれば、素敵な交流の場になるだろう。先日、僕のラジオ

番組のリスナーから、大磯に住む 60 代の女性が営む「大磯珈琲庵」という自宅カフェがあ

って、地元の人気店になっているという情報をもらい、これこそ「まってるカフェ」だと

嬉しくなった。この構想は「グランド・ジェネレーション」に求めるものに近い。何もな

いところにその言葉があるだけで、人が集まってきて場が生まれる、そんなキャンプファ

イヤーの炎のようになってほしい。そこにさまざまなサービスのアイデアが生まれるはず

だ。 

  

 



 

 

 

最近、76 歳になる父が中国語の勉強を始めた。具体的な目的があるわけではない。「興

味がわいたから」であり「楽しみとして」だそうだ。いくつになっても、人間の行動力の

源は好奇心だ。 

いつまでも好奇心旺盛で、行動を起こすことができる環境を作るサービスを考えていきた

いと思う。 

年を重ねることが楽しくなるようなサービスを。 

 

 

 

 

 先月 40 代最後の誕生日を迎えました。高校、大学を過ごした青春時代がつい最近のことのよう

に思えるのに、あっという間にもう 50歳が目の前に来ています。 

でも年を重ねてきてこそわかることがたくさんあります。身体の変化も心のありようも。 

 この２，３年、新しい分野の勉強を始めた関係でたくさんのつながりができ、精神的にもゆとり

を持てるようになりました。仕事の面でも新しいことにチャレンジすることができるようになり、

日々ワクワクしています。 

 明治時代の平均寿命は 50歳代でした。（もちろん戦争や乳幼児死亡率の高さもありますが） 

今はまだまだ人生を楽しむ時間がたっぷりあります。 

福岡の曻地三郎先生は 80歳を過ぎてからドイツ語や中国語を勉強し、100 歳を過ぎられた今も 

毎年世界各国で講演活動を行っておられます。 

「年だから」と諦めないで、人生を輝かしく豊かなものにしていきましょう。 
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